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研究成果の概要（和文）：本研究は、研究代表者・研究分担者9 名が、カンボジア、ラオス、タイ、ビルマ（ミ
ャンマー）を中心とした東南アジア大陸部の各国でコロナ状況での中断をを挟んで臨地調査を実施し、ミクロな
フィールドの現場における権力布置の実態把握を、いかにマクロな分析につなげることができるのかについて、
ミクロ‐マクロ両面から東南アジア全般の権力状況の分析を行った。最終年度には、これまでの調査データをと
りまとめて、本研究の成果論集を、Community Movements in Southeast Asia: An Anthropological 
Perspective of Assemblagesとして刊行した。

研究成果の概要（英文）：In this study, nine researchers conducted fieldworks in various countries in
 mainland Southeast Asia, mainly in Cambodia, Laos, Thailand, and Burma(Myanmar), interspersing 
interruptions in covid 19's situations, to analyze the power distribution in the micro-fields in the
 field and how it can be connected to　macro analysis. We analyzed the power situation in Southeast 
Asia in general　from both micro and macro perspectives. In the final year of the project, we　
compiled the data from the surveys and published a volume of research findings　as Community 
Movements in Southeast Asia: An Anthropological Perspective of　Assemblages.

研究分野： 文化人類学、東南アジア地域研究

キーワード： コミュニティ運動　東南アジア　共同性　アセンブレッジ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、現在大きな転換期を迎えている東南アジア大陸部の社会の現状を、マクロな視点からはみえにくい人
びとの日常生活の中から明らかにするもので、国家に翻弄される人びとの現実によりそって東南アジア社会の理
解を深める社会的意義を有する。また、本研究で着目する危機的状況は、政治的、経済的危機のみならず、人び
との日常に浸透する不確実性の感覚を含めて、個の行為・実践レベルで変化が要請されるような状況をさす。こ
うした個における実践が社会運動へとつながり、共同性が生成されていく具体的プロセスをフィールドワークに
よって把握することで、ミクロとマクロをつないで、人間の共同性に新たな視座を提示する理論的意義をもつ。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

研究開始当初には、大きな転換期を迎えている東南アジア大陸部社会の中で、ミャン

マーはこれまでの軍事独裁支配が終わり大きく民主化の方向へと転換した一方で、それ

ゆえにこそ従来表に出なかった民族・宗教対立、社会問題といった内部の問題が噴出し

ていた（その後、ミャンマーは軍事クーデタによって民主化から大きく後退した。）タ

イは民主化とは逆行するような軍事政権となっており、国民から支持されている国王が

高齢で健康状態が懸念される中、今後政治的混乱が予想された。カンボジアやラオスは

一党独裁体制が続いているが、政府主導の開発政策が人びとの生活を圧迫し不満が高ま

っていた。 

また、近年の東南アジア社会におけるモダニティの進展やソーシャル・メディアの浸

透により、新たなネットワーク化が加速化され、日常生活における個々人のミクロな繋

がりを媒介とした新たな変化がみられる。 

東南アジアの政治体制は、家父長的リーダーシップやパトロン・クライアント関係な

ど上からの統治を認めやすい要因として社会・文化的に考察されてきたが、現在転換期

にある東南アジア社会は、こうした従来の見方では理解

できない事態となっている。よりミクロな個々の人の行

為や実践に着目し、人びとがどのような現実と向き合い、

どのような関係を結び、それらがどのように社会変革に

結びつくのかについては、現場に密着したフィールドワ

ークによってしか明らかにできないであろう。 

1960 年代以降出現したフェミニスト運動やエコロジー

運動など、国家による統治機構に社会的正義や民主的な

ふるまいを求めるよりは自分たちで独自の価値観やライ

フスタイルに基づくオルタナティブなコミュニティを実

現しようとする「新しい社会運動」と呼ばれる運動があ

る。こうした運動は、社会的、政治的な目的実現のための

手段というよりは、集合的な活動そのものが目的であり、

ライフスタイルの実践と社会変革が相補的なものとみな

されるといった特徴があるとされる。これらの運動は、あ

らかじめ独自の価値観や信念の共有を前提として共同性

を捉えることができないという点において、本研究の社会運動の視点と重なる。ここで

重要となるのは、個々のメンバーの差異や創造性がいかに共同性を成立させ、また変容

させていくのかについて、メンバー間の相互作用によって形成されていくプロセスであ

るとみる。 

本研究は、以上のような社会・政治的状況と、理論的視座を背景としている。 

 

 

２．研究の目的 

現在、東南アジア大陸部の社会は大きな転換期を迎えている。本研究の目的は、今後



数年の間に激動が予想されるこれらの社会における社会変革の胎動を、国家や政党とい

った政治的アクターの動きのみではなく、日常生活における繋がりを媒介として、個々

の生のあり方や実践に着目して、運動や共同性がいかに生み出されるのかを明らかにす

ることである。本研究でいう危機的状況とは、政治的、経済的危機のみならず、人びと

の日常に浸透する不確実性の感覚を含めて、個の行為・実践レベルで変化が要請される

ような危機的状況をさす。こうした危機的状況においては個の行為・実践の変化が要請

され、本研究では個における実践と共同性が生成され社会運動へとつながっていく具体

的プロセスをフィールドワークによって把握する。それにより、現在の大陸部東南アジ

アにおける現実を明らかとし、人間の共同性へ新たな見方を提示することをめざす。 

 

 

３．研究の方法 

本研究は、研究代表者・研究分担者 9名、および海外の研究協力者 4名の計 13 名が、

タイ、ラオス、ミャンマーを中心とした東南アジア大陸部の各地において、危機状況下

の社会の社会運動の実態を調査し、共同研究を行うことで、国家の枠組みを超えた同時

代的な社会変動・変化の胎動を捉える。 

研究方法としては、それぞれ 30 日程度の現地調査や関連資料の収集が中心的手法と

し、現地調査によって得られたデータをもちより共同研究を行うことにより、社会運動

や共同性について設定した課題にそって理論的探求を行った。本研究は、危機状況下の

社会運動を研究対象とするため、突発的な社会・政治状況の変化の影響を受ける可能性

はあった。ただ、研究分担者はそれぞれの対象の専門家であり、十全な情報を把握して

おり、調査地選択に関しては、全員が複数の選択肢を立てて臨んでいるが、問題が生じ

た場合には、必要に応じて調査地を変更するなど研究計画を修正する計画であった。し

かし、後に述べるように新型コロナ感染の影響によりすべてのメンバーが現地調査に行

くことができない期間が 2年間に及ぶことは想定外であった。 

 研究代表者と研究分担者の分担内容や調査実施国・地域は次の通りである。 

 

 
 

2 年目の、2018 年 8 月 24 日から 25 日にかけてミャンマーのヤンゴン大学において、

ミャンマーの研究協力者の協力のもと、"Rethinking “Community”: from Case 

Studies in Mainland South East Asia"と題する中間的な成果報告会である国際ワー

クシップを開催した。  

3 年目は引き続き各自フィールドワークを行い、最終年の 2020 年 9 月にチェンマイ



大学で、海外の研究協力者をまじえた国際シンポジウム "New Aspects of Community 

Movements in Southeast Asia"を、開始する予定であった。そこでは英語による論文発

表を行い、それをもとに、各自論文執筆を行い、英語による成果論集の出版を考えてい

た。しかし、新型コロナウィルス感染が蔓延したため、海外調査はおろか、国内での対

面でも研究会もできない状況となった。国際シンポジウムは、現地の研究料力者の参加

のもと、9 月 10 日にオンラインで開催することとなったが、しれをもとして成果論集

は、コロナ感染症蔓延による中断後、2022 年に刊行した。 

 

 

４．研究成果 

本研究の成果論集として、延期後の最終年度の2022年に刊行したのは、NISHII, Ryoko 

and TANABE, Shigeharu (eds.) Community Movements in Southeast Asia: An 

Anthropological Perspective of Assemblages. (2022-03, Chaing Mai: Silkworm 

books)である。本書の要点を記することで、研究成果を示したい。 

まず、本研究成果の中心的概念である「コミュニティ運動」を、国家を相対化する視

点として位置づける。その際、権力の作用や編成を、抽象化した政治的アイデンティテ

ィや制度的構成よりも、人びとが生きる日常生活において行っている、ミクロな運動の

なかにみる。分析においては、そこにおける偶然性、多様性、ネットワーク編成などに

よって生成される運動のプロセスを、その動的編成であるアセンブレッジ概念によって

捉える。それによって、現在の大陸部東南アジアにおける現実を明らかにし、人間の共

同性についての新たな見方を提示した。 

以下では、１）国家と暴力、２）国家を相対化する視点としてのコミュニティ運動、

３）アセンブリッジとしてのコミュニティ運動の３つの項目にそって記述する。 

１）国家と暴力 

 近年、世界では、暴力装置としての国家の姿がむき出しであらわれているようにみえ

る事例に満ちている。アラブの春の破綻、香港やタイ、ミャンマーにおける民主化を求

めるデモの武力による鎮圧など、国民を保護する国家ではなく、抑圧する暴力装置とし

ての国家の姿がクローズアップされる。民主化は、国語の制定や公教育の実施のよる文

化共同体としての国民を形作ることである。国家の暴力が「民主化」されることでもた

らされる最大の効果とは、国家と住民のあいだから軍事的対立の図式が消えるというこ

とである。 

 しかし、現在の東南アジアのミャンマーやタイ、さらに香港など強大な国家権力や暴

力装置である軍が支配する政権に対峙して民主化を求めるデモでは、民衆はときにこの

二択状態に置かれる状況が発生している。ただし、それは歴史的に始原の暴力装置とし

て発生した国家から国民国家へと民主化がすすむ途上にあるという進歩歴史観による

発展の途上で捉えることはできない事態である。そこで起こっていることは、むしろ原

理的な国家のあり方に立ち返り、制度的な装置としての国家の存在の必然性を前提とす

る見方を相対化することでみえてくる権力の働きのあり方の一つであるといえよう。 

２）国家を相対化する視点としてのコミュニティ運動 

 国家を相対化する視点は、近年グレーバーやスコットらによって示されている。それ

は、国家なき平等な集合性を政治的な理想とするアナーキズムにみられる。既存の「国

家」といった有機的全体性を所与のものとせず、わたしたちが生活している日々の物理



的、制度的なものも含む環境において生きていることから出発することで、これまでの

慣習的思考から解き放たれて、柔軟に現実に接近することができると考える。 

本書が主題とする「コミュニティ運動」は、こうした領土と国民を一体とした国家を

不可欠なものとして前提とした視野を相対化しつつ、人びとの集合性における権力的な

ものの働きを人びとの生活の中からみようとする試みである。「コミュニティ運動」の

概念は、成果論集の共編者である田辺によって提案されたもので、この概念をテーマと

した本研究会の前身でもある共同研究会の成果論集が Communities of Potential: 

Social Assemblages in Thailand and Beyond(2016 年)として刊行されている。「コミ

ュニティ運動」は、「コミュニティ」と「社会運動」から構想された概念であり、それ

によって、これまでの見方ではとらえられなかった現実におこりつつある社会的なるも

の捉えようとする。「コミュニティ運動」におけるコミュニティでは、想像的なものと

して捉えられる関係性がよりミクロな対面的、身体的関係を核にもつ運動において、ど

のように見出せるのかを焦点化する。 

 そこでは、人びとは国家の内部にあっては権力編成に組み込まれ、また国家を超えた

国際機関のネットワークにつらなっている。人びとが生きる場においてみいだされる

「コミュニティ運動」は、たんにコミュニティに作用し、人びとを行為に駆り立てよう

とする権力編成に巻き込まれ従属するだけでない。それはむしろ、自らの生を成り立た

せるために、抵抗し、改変しようとするミクロな運動のプロセスそのものである。本書

が、「コミュニティ」と「社会運動」から編み出した「コミュニティ運動」という概念

で捉えようとするのは、逃れられない権力作用のもとで人びとが生活において行ってい

るプロセスである。それをフィールドの現場から照射した。 

３）アセンブリッジとしてのコミュニティ運動 

アセンブレッジとしての「コミュニティ運動」は、これまでの社会運動の連帯や団結

など、ある種の同質性を前提としたものとは異なっている。さらにそれは、異質で多様

な人びとの間の構造化されていない相互関係としてのコミュニタスが偶然のなりゆき

によって編成され、ダイナミズムが生み出されていく過程を特徴とする。国家といった

確固としているようにみえる制度的実在をあらかじめ措定して、そこから出発するので

はない。国家やさまざまな制度的構築物もまたアセンブリッジを構成しつつ変化するも

のである。「コミュニティ運動」の概念は、そこに人々が巻き込まれ、翻弄されつつも、

よりよい生を求めて生き抜こうとしていく人々の運動の過程を捉える試みである。つま

り、本研究はアセンブレッジとしての「コミュニティ運動」によって、国家を相対化す

る視点を保持しながら、人びとが生きる日常生活において行っているミクロな運動の実

態を示した。 
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 １．発表者名

東南 アジア学会第97回研究大会

3th International Conference on Thai Studies（国際学会）



2017年

2017年

〔図書〕　計10件

2019年

2020年

309

330

Silkworm books

風響社
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７．科研費を使用して開催した国際研究集会
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